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2019 年 

1. 江角裕香, 酒井 宏，岡本寛樹，堀江 稔. 冠動脈自然乖離による急性心筋梗塞に多発内臓動脈

瘤.椎骨動脈乖離を伴った 1 例. 第 116 回日本内科学会総会・講演会 (2019.4.26. 名古屋) 

2. Fukuyama M, Ohno S,Ozawa J,Kato K, Takayama K, Makiyama T, Horie M. High Prevalence 

of Late Appearance T Wave in Patients with Long QT Syndrome Type 8. 第 66 回日本不整脈

心電学会学術集会 (2019.7.24-27. 横浜) 

3. Fukuyama M, Ohno S,Ozawa J, Horie M. Calmodulin Mutations in Japanese Children with 

Long QT Syndrome. 第 66 回日本不整脈心電学会学術集会 (2019.7.24-27. 横浜) 

4. Kato K, Ohno S, Ozawa T, Horie M. A Novel SCN5A Frameshift Mutation Caused Progressive 

Cardiac Conduction Disorder and Multiform Ventricular Arrhythmia in a Case with a 

Surgical-Repair History of Congenital Heart Disease. 第 66 回日本不整脈心電学会学術集会 

(2019.7.24-27. 横浜) 

5. Fukuyama M, Ohno S, Ozawa J, Takayama K, Kato K, Itoh H, Aoki H, Makiyama T, Horie 

M. Usefulness of Genetic Screening for Long QT syndrome in the School-Based 

Electrocardiographic Screening Programs. 第 83 回日本循環器学会 学術集会 シンポジウム 

(2019. 3.28-31, 横浜) 

6. Fukuyama M, Seiko Ohno S, Horie M. Consideration of CACNA1C variants in Long QT 

Syndrome. 第 65 回日本不整脈心電学会学術集会 (2018.7.11-14. 東京) 

 

 

 2018 年 

1. 髙山幸一郎, 大野聖子, 喜瀬広亮, 星合美奈子, 堀江 稔. 徐脈化によって早期再分極症候群が

顕在化し，薬物治療にてVFストームを鎮静化しえた 1例. 第30回臨床不整脈研究会 (2018.1.13. 

東京). 

2. 坂部茂俊, 伊藤弘将, 海野航平, 後藤 至, 刀根克之, 堀口昌秀, 高村武士, 前野健一, 泉 大介, 

世古哲哉, 大野聖子, 堀江 稔, 笠井篤信. SCN5A チャネル遺伝子の異なる部位に変異をもつ, 

心電図, 臨床経過が酷似した２例. 第 30 回臨床不整脈研究会 (201.1.13. 東京) 

3. 川野杏子, 近藤秀和, 福井 暁, 篠原徹二, 高橋尚彦, 大野聖子, 堀江 稔. 長姉が運動時に突然

心肺停止し，PKP2 遺伝子変異を認めたことで催不整脈性右室心筋症と診断されたアスリート３

姉弟. 第 30 回臨床不整脈研究会 (2018.1.13. 東京). 

4. Fukumoto D, Ohno S, Makiyama T, Kubo T, Kitaoka H, Matsuura H, Horie M. Functional 

Analysis of Mutant Nav1.5 Channels Clarified Severe Phenotype of a Female Patient with 

Compound SCN5A Mutations. 第 82 回日本循環器学会 学術集会 (2018.3.23-25. 大阪) 

5. Sakata K, Okuyama Y, Ozawa T, Haraguchi R, Nakazawa K, Tsuchiya T, Horie M, Ashihara 

T. Age rather than both Echocardiographic Measurements and BNP was Determinant Factor 

of Non-Paroxysmal Atrial Fibrillation Dynamics： ExTRa Mapping Project. 第 82 回日本循

環器学会学術集会 (2018.3.23 -25. 大阪) 

6. Sakata K, Okuyama Y, Ozawa T, Haraguchi R, Nakazawa K, Tsuchiya T, Horie M, Ashihara 

T. Atrial Fibrillation Driver Modulation for Non- Paroxysmal Atrial Fibrillation Improves 
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Cardiac Function： ExTRa Mapping Project. 第 82 回日本循環器学会学術集会 (2018.3.23-25. 

大阪) 

7. Sakata K, Okuyama Y, Ozawa T, Haraguchi R, Nakazawa K, Tsuchiya T, Horie M, Ashihara 

T. Modulation of Non-PAF Driver is not reflected by Global AF Cycle Length but Regional AF 

Wave Organization： ExTRa Mapping Project. 第 82 回日本循環器学会学術集会 (2018.3.23-

25. 大阪) 

8. Okuyama Y, Sakata K, Fujii Y, Ozawa T, Sugimoto Y, Horie M, Ashihara T. Low Voltage Area 

could be diminished after Pulmonary Vein Isolation in Patients with Atrial Fibrillation. 第

82 回日本循環器学会学術集会 (2018.3.23-25. 大阪) 

9. Takayama K, Ohno S, Ding WG, Ashihara T, Kise H, Hoshiai M, Matsuura H, Horie M. Early 

Repolarization Syndrome Caused by a de novo KCND3 Gain-of-Function Mutation. 第 82 回

日本循環器学会学術集会 (2018.03.23-25. 大阪) 

10. Fukuyama M, Ohno S, Takayama K, Ichikawa M, Fukumoto D, Horie M. How to Confirm the 

Pathogenicity of Gene Variants in Inherited Primary Arrhythmia Syndrome. 第 82 回日本循

環器学会学術集会 (2018.3.23-25. 大阪) 

11. 福本大介, 大野聖子, 堀江 稔, 坂部茂俊, 笠井篤信, 吉田葉子. QRS 幅の広い特徴的な右脚ブ

ロックに心室細動や突然死の家族歴を合併した SCN5A 変異陽性の３症例. 第 16 回特発性心室

細動研究会 (J-IVFS). (2018.2.17. 東京) 

12. 小澤友哉. 症例検討～難渋した心房細動症例. AF Ablation Expert Meeting. (2018.3.27. 京都) 

13. 須長祐人, 喜瀬広亮, 吉沢雅史, 河野洋介, 戸田孝子, 小泉敬一, 杉田完爾, 大野聖子, 堀江 稔. 

乳児期に発症した short-coupled variant of torsade de pointes(ScTdP)の一例. (2018.7.5-7. 東

京) 

14. 星合美奈子, 喜瀬広亮, 高山幸一郎, 河野洋介, 吉沢雅史, 須長祐人, 小泉敬一, 杉田完爾, 戸田

孝子, 大野聖子, 堀江 稔. KCND3 遺伝子変異が発見されキニジンが奏効した早期再分極症候群. 

日本小児循環器学会 (2018.7.5-7. 東京) 

15. 小澤淳一, 星名 哲, 鈴木 博, 伊藤裕貴, 堀口 祥, 塚田正範, 沼野藤人, 齋藤昭彦. 新生児期か

ら治療した心外合併症のない QT 延長症候群 8 型の 2 例. (2018.7.5-7. 東京) 

16. 青木寿明, 高橋邦彦, 萱谷 太. 学校心臓検診で抽出された不整脈の管理：ボーダーライン症例を

どうするか？ 心室期外収縮. (2018.7.5-7. 東京) 

17. 関 俊二, 山下恵里香, 田上和幸, 塗木徳人, 薗田正浩, 大野聖子, 植田初江, 田中裕治, 吉永正

夫. 生検で診断された心筋厚が 13 mm 未満の肥大型心筋症 2 例. (2018.7.5-7. 東京) 

18. 吉田葉子, 鈴木嗣敏, 押谷知明, 加藤有子, 中村香絵, 谷本和紀, 渡邊卓次, 川平洋一, 鍵崎康治, 

西垣恭一, 中村好秀. CALM2 遺伝子変異 D96V による左室緻密化障害・心室中隔欠損・心房中

隔欠損を伴った新生児期発症重症 QT 延長症候群の一例. (2018.7.5-7. 東京) 

19. 奥山雄介, 小澤友哉, 藤居祐介, 岡本寛樹, 冨岡大資, 安達美聡, 植村裕樹, 金子佳裕, 西川拓磨, 

加藤浩一, 杉本喜久, 芦原貴司. 経胸壁心エコーによる心房内興奮伝導時間の HotBalloon を用

いた肺静脈隔離術後の再発予測に対する有用性の検討. カテーテルアブレーション関連秋季大

会 2018.(2018.11.9-11. 沖縄) 
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20. 岡本寛樹, 髙山幸一郎, 福山 恵, 酒井 宏, 山本 孝. 左総腸骨動脈慢性完全閉塞に対する緊張

PTA によって Bailout できた高齢劇症型心筋炎の一例. 第 126 回日本循環器学会近畿地方会 

(2018.11.24 大阪) 

21. 西川拓磨, 小澤友哉, 奥谷雄介, 藤居祐介, 加藤浩一, 福山 恵, 芦原貴司, 山本 孝. Ebstein 病

に左室緻密化障害を合併した心室頻拍の一例. 第126回日本循環器学会近畿地方会 (2018.11.24.  

大阪) 

22. 芦原貴司. ランチョンセミナー3「心房細動維持機序に迫る」 講演 2.心房細動の Rotor に臨床か

ら迫る. ExTRa Mapping の臨床経験を通じて. 第 38 回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学

研究会 (JASHNE2018)/第 33 回心電情報処理ワークショップ(JSCE2018).第 28 回体表心臓微

小電位研究会/第 15 回心電図伝送システム研究会合同学術集会 (2018.06.28-30. 千葉) 

23. 西村明日香，原田将英，野村佳広，長坂 遼，本池雄二，越川真行，芦原貴司，渡邉英一，尾崎

行男. 持続性心房細動の維持に ExTRa Mapping で記録された rotor 出現領域の関与が疑わ

れた一例. 第 151 回日本循環器学会東海地方会 (2018.06.30. 岐阜) 

24. 稲田 慎，柴田仁太郎，井上優子，山本 剛，奈良崎大士，原口 亮，芦原貴司，池田隆徳，草

野研吾，三井和幸，中沢一雄. コンピュータシミュレーションにより再構成したベクトル心電図

の不整脈発生起源同定への応用. 第 38 回医療情報学連合大会.第 19 回日本医療情報学会学術大

会 (2018.11.22-25. 福岡) 

25. 芦原貴司，奥山雄介，小澤友哉，原口 亮，稲田 慎，中沢一雄，杉本喜久，永田 啓. 心内心

電図処理に基づく心房細動のリアルタイム可視化がもたらすカテーテルアブレーションの変革．

第 38 回医療情報学連合大会.第 19 回日本医療情報学会学術大会.(2018.11.22-25. 福岡) 

 

2017 年 

1. 伊藤 英樹. 筋強直性ジストロフィーの突然死と致死性不整脈に関与する臨床的要因. 筋ジスト

ロフィー合同班会議 (2017.1.13. 東京) 

2. 冨岡大資, 小澤友哉, 大野聖子, 伊藤英樹, 芦原貴司, 山本 孝, 堀江 稔. 意識消失発作を主訴

とした成人型筋緊張性ジストロフィーの一例. 第 28 回滋賀不整脈研究会 (2017.2.25. 滋賀) 

3. 冨岡大資，小澤友哉，大野聖子，伊藤英樹，芦原貴司，山本孝，堀江稔. 成人型筋強直性ジスト

ロフィーに合併した心房粗動を治療し得た一症例. 第28回滋賀不整脈研究会 (2017.2.25. 滋賀) 

4. 坂部茂俊, 海野航平, 伊藤弘将, 後藤 至, 刀根克之, 高村武志, 堀口昌秀, 前野健一, 泉 大介, 

世古哲哉, 笠井篤信, 大野聖子, 堀江 稔. 遺伝子解析検査が薬物選択に有効であった，QT 延長

をテイする心室細動の 1 例. 第 29 回臨床不整脈研究会 (2017.1.14. 東京) 

5. 芦原貴司. 専門医の 9 割が知らない！モデル解析があばく DFT の真実. 第 9 回植込みデバイス

関連冬季大会 (2017.2.16-18. 大阪) 

6. Ohno S. Can We Detect and Know All the Pathogenic Mutations by Next Generation 

Sequencer in Patients with Inherited Cardiovascular Diseases? 第 81 回日本循環器学会学術

集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

7. Wada Y. Ohno s. Aiba T. Horie M： Race-specific Genotypes in Japanese ARVD/C Probands, 

from Nation-wide Survey for Inherited Arrhythmias. 第 81 回日本循環器学会学術集会 
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(2017.3.17-19. 金沢) 

8. 園田桂子, 大野聖子, 市川麻理 2, 服部哲久 2, 伊藤英樹, 牧山 武, 堀江 稔. Copy Number 

Variations of SCN5A in Brugada Syndrome. 第 81 回日本循環器学会学術集会 (2017.3.17-19.  

金沢) 

9. 呉 琪, 林 秀樹, 牧山 武, 堀江 稔. Genetic Variants of Alcohol-Metabolizing Enzymes in 

Brugada Syndrome： Insights into Syncope after Drinking Alcohol. 第 81 回日本循環器学会

学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

10. 堀米仁志, 吉永正夫, 住友直方, 林 立申, 加藤愛章, 牛ノ濱大也, 田内宣生, 大野聖子, 清水 渉, 

堀江 稔, 長嶋正實. Genetic Background of Congenital Long QT Syndrome Diagnosed in 

Infancy and Comparison of Their Gene Mutations with Those in SIDS. 第 81 回日本循環器学

会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

11. 堀江 稔. 遺伝子異常に起因した不整脈症候群の突然死対策. 第 81 回日本循環器学会学術集会 

(2017.3.17-19. 金沢) 

12. 福本大介, 大野聖子, 和田悠子, 藤居祐介, 市川麻理, 福山 恵, 伊藤英樹, 松浦 博, 堀江 稔.  

A Novel Transport Refractory Mutation in KCNH2 Identified in Symptomatic Long QT 

Syndrome Patients. 第 81 回日本循環器学会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

13. 福山 恵, 大野聖子, 市川麻理, 牧山 武, 堀江 稔. Rare Single Nucleotide Polymorphism of 

SCN10A in Patients with Inherited Primary Arrhythmia Syndromes. 第 81 回日本循環器 

学会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

14. 芦原貴司, 坂田憲祐, 小澤友哉, 土谷 健, 原口 亮, 中沢一雄, 堀江 稔. Six-Month Follow-up 

after the ExTRa Mapping-guided Non-Passive Activation Area Ablation for Non-Paroxysmal 

Atrial Fibrillation. 第 81 回日本循環器学会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

15. Sakata K, Ashihara T, Ozawa T, Tsuchiya T, Haraguchi R, Nakazawa K, Horie M.  

Relationship between Low-Voltage Areas and Distribution of Non-PAF Drivers Visualized by 

Novel Online Phase Mapping System： ExTRa Mapping Project. 第 81 回日本循環器学会 

学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

16. Sakata K, Ashihara T, Ozawa T, Horie M. The Relationship Between the Voltage Amplitude 

and the Design of Electrode Catheter： A Simulation Study. 第 81 回日本循環器学会学術 

集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

17. 福井 暁, 山口尊則, 土谷 健, 河野佑貴, 大坪豊和, 高橋佑弥, 江島健一, 芦原貴司. Ablation of 

Arrhythmogenic Low Voltage Zone (LVZ) Harboring Rotor Frequently Terminates Atrial 

Fibrillation (AF). 第 81 回日本循環器学会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

18. 土谷 健, 芦原貴司, 山口尊則, 福井 暁. Rotor Mapping Guided Voltage Based Ablation of 

Persistent Atrial Fibrillation. 第 81 回日本循環器学会学術集会 (2017.3.17-19. 金沢) 

19. Tsuchiya T, Ashihara T, Yamaguchi T, Fukui A. Rotor mapping guided voltage based ablation 

of persistent atrial fibrillation. 

20. Wu Q, Hira D, Hayashi H, Sonoda K, Ohno S, Makiyama T, Terada T, Horie M. Genetic 

Variants of Alcohol-Metabolizing Enzymes in Brugada Syndrome：Insights into Syncope after 

Drinking Alcohol. 
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21. 八木典章，冨田行則，福本大介，市川真理，藤居祐介，福山 恵，大野聖子，伊藤英樹，堀江 稔 

久松隆史. KCNQ1-S277L 変異保因者における致死性不整脈イベントの発症年齢. 第 215 回日本

内科学会近畿地方会 (2017.3.25. 神戸) 

22. 山根拓也，上島 智，平 大樹，木村悠馬，藤井 亮，冨塚知歩， 田淵陽平，伊藤英樹，大野聖子，

小澤友哉，堀江 稔，寺田智祐 ，桂 敏也. 心房細動患者におけるアピキサバンの母集団薬物動

態解析. 医療薬学フォーラム 2017 (2017.7.1-2. 鹿児島) 

23. 中島健太, 山本孝, 酒井宏, 木村紘美, 松本祐一, 内貴乃生, 福山恵, 八木典章, 冨田行則, 堀江

稔. 急性 A 型解離に伴う AMI に対して PCI および 外科手術にて救命できた 1 例. 近畿心血管

治療ジョイントライブ 2017(KCJL2017)(2017.4.22. 京都) 

24. 坂田憲祐，奥山雄介，小澤友哉，堀江 稔，芦原貴司. ExTRa Mapping で同定された長期 

持続性心房細動ドライバーと心内電位指標の関係．第 34 回京滋奈良ハートリズム研究会 

(2017.05.27. 京都) 

25. 坂田憲祐，奥山雄介，小澤友哉，堀江 稔，芦原貴司. ドライバー治療に ExTRa Mapping を 

用いた長期持続性心房細動の 2 例．カテーテルアブレーション関連大会 2017．(2017.7.6-8. 札

幌) 

26. 呉 琪, 平 大樹, 林 秀樹, 園田桂子, 大野聖子, 牧山 武, 寺田智祐, 堀江 稔： Brugada

症候群における飲酒後失神に寄与する score system の構築. 第３７回日本ホルタ・ノンイン 

ベイシブ心電学研究会 (2017.6.10. 東京) 

27. 堀江 稔. 遺伝性不整脈診断に関連した最新の動向とリスク評価について. 第３７回日本 

ホルタ・ノンインベイシブ心電学研究会 (2017.6.10. 東京) 

28. 芦原貴司, 坂田憲祐, 奥村雄介, 小澤友哉, 原口 亮, 稲田 慎, 中沢一雄, 土谷 健, 堀江 稔. 

長期持続性心房細動に対する ExTRa Mapping ガイド下非受動興奮領域アブレーションの有用

性. ExTRa Mapping Project. 第３２回心電情報処理ワークショップ.第２７回体表心臓微小電位

研究会.第１４回心電図伝送システム研究会合同集会 (2017.6.10. 東京) 

29. 坂田憲祐, 小澤友哉, 奥山雄介, 原口 亮, 稲田 慎, 中沢一雄, 土谷 健, 堀江 稔, 芦原貴司.  

非発作性心房細動における興奮波ダイナミクスは構造的リモデリング指標よりも年齢によって
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第 72 回日本循環器学会・学術集会 (2008.3.28-30. 福岡)． 
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Japanese Patients with Brugada Syndrome．第 72 回 日本循環器学会・学術集会 (2008.3.28-

30. 福岡)． 

24. Nakae I，Matsuo S，Matsumoto T，Mitsunami K，Horie M．Cardiac Diastolic Function as 

an Indicator of Myocardial Ischemia Estimated by 16-Frame Gated Myocardial Perfusion 

SPECT．第 72 回日本循環器学会・学術集会 (2008.3.28-30. 福岡)． 

25. Ashihara T，Nakazawa Y，Yao T，Joh H，Itoh H，Sugimoto Y，Ito M，Horie M．Early and 

Late Recurrences of Atrial Fibrillation after Pulmonary Vein Isolation： A Study Using 
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W．Different Response to Exercise Testing between LQT7 Form of Congenital Long QT 

Syndrome and Catecholaminergic Polymorphic Ventricular Tachycardia．第 72 回日本循環器

学会・学術集会．2008.3.28-30. 福岡)． 

27. Nishiyama K，Tsutamoto T，Tanaka T，Sakai H，Yamamoto T，Fujii M，Horie M．Long-
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Congenital Long QT Syndrome．第 72 回日本循環器学会・学術集会 (2008.3.28-30. 福岡)． 

29. Yamane T，Matsumoto T，Eguchi Y，Oda H，Urade Y，Horie M．The Impact of Lipocalin-

type Prostaglandin D Synthase on Coronary Atherosclerosis and Vasospasm．第 72 回日本循

環器学会・学術集会 (2008.3.28-30. 福岡)． 

30. Matsumoto T，Wada A，Ohnishi M，Yamamoto T，Fujii M，Tsutamoto T，Horie M．ACE 

and Chymase Inhibition Prevents the Cardiac Remodeling Process Interacting with Cardiac 
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福岡)． 
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34. 松本鉄也．心筋梗塞二次予防ガイドラインからみた硝酸薬の使い方．Roundtable Discussion．

（2008.3.30 福岡） 

35. 堀江 稔．不整脈診療：最近のトピックス．東山医師会学術講演会 (2008.1.18. 京都)． 

36. 伊藤 誠．不整脈アブレーション治療について．東近江内科勉強会 (2008.1. 滋賀)． 

37. 林 優，蔦本尚慶，堀江 稔．原発性アルドステロン症患者においてアルドステロンの心臓への
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45. 松本鉄也．冠疾患イベント抑制における ACE 阻害薬と ARB の相違．ACE-I ルネサンスセミナ
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46. 蔦本尚慶．研修医に必要な心不全の知識．第１２回卒後臨床研修イブニングセミナー．(2008.3.14. 
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松浦 博，堀江 稔．薬剤性ＱＴ延長症候群の遺伝子異常と分子病態．第３回 京滋ハートセミ
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55. 後藤 萌，山口喬弘，佐久間一郎，荒船龍彦，柴田仁太郎，芦原貴司，本荘晴朗，神谷香一郎，
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(2008.5.23. 滋賀) 

60. 松本鉄也．ガイドラインに従った高血圧治療．日常診療を語る会 (2008.5.24. 大阪) 

61. 堀江 稔．デバイスを用いた不整脈治療を巡る最近のトピックス．ICD(植え込み型除細動器) 

講演会 (2008.5.25. 京都)． 

62. 蒔田直昌，筒井裕之，清水 渉，宮本康二，鎌倉史郎，宮本恵宏，伊藤英樹，堀江 稔．LQT3

と Brugada 症候群のオーバーラップを規定する要因に関する多施設国際共同研究．第 23 回 

日本不整脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

63. 伊藤英樹，岡 優子，坂口知子，長岡伊織，中澤優子，八尾武憲，城日加里，芦原貴司， 

杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔，大野聖子，牧山 武．薬剤誘発性 QT 延長症例の原因薬剤と 

遺伝子異常同定率．第２３回日本不整脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

64. 梶本克也，真中哲之，萩原誠久，笠貫 宏，堀江 稔，西尾由貴子．催不整脈右室心筋症(ARVC/C)

の病態と治療に関する研究．第 23 回日本不整脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

65. 中澤優子，芦原貴司，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．心房 

細動に対する肺静脈隔離術の前後における自覚症状の変化 －携帯型心電計による検討－． 

第 23 回日本不整脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川) 

66. 岡 優子，伊藤英樹，長岡伊織，坂口知子，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔，牧山 武，大野聖

子．房室ブロックによる後天性 QT 延長症候群の遺伝学的背景とその臨床像．第 23 回日本不整

脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

67. 山形研一郎，野田 崇，岡村英夫，鎌倉史郎，堀江 稔，相澤義房，大江 透，山岸正和，蒔田

直昌，田中敏博，赤尾昌治，宮本恵宏，吉永正夫，清水 渉．３型先天性 QT 延長症候群におけ

る遺伝子変異部位別の臨床的特徴 －日本国内多施設登録による検討－．第 23 回日本不整脈学

会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

68. 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．右室中

隔ペーシングによる R 波高の変化 －ICD とペースメーカーとの比較－．第 23 回日本不整脈

学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

69. 川村美朋子，小澤友哉，八尾武憲，芦原貴司，伊藤英樹，伊藤 誠，堀江 稔，杉本喜久，八木

崇文，牧山 武．SCN5A の遺伝子異常(R179X)を有した下壁誘導 ST 上昇型 Brugada 症候群の

１例．第 23 回 日本不整脈学会学術大会 (2008.5.31-6.2. 神奈川)． 

70. 堀江 稔．不整脈治療の最新トピックス．静岡不整脈学術講演会 (2008.6.10. 静岡)． 

71. 山岡 修，石田勝也，山下敬司．家事労働に伴う運動負荷による経皮的酸素飽和度の変化が早期

診断への端緒となった急性肺塞栓症の１例．第 65 回滋賀県循環器疾患研究会 (2008.6.21. 滋賀)． 

72. 太田宗樹，藤井応理，堀江 稔，藤野和典，浜本 徹，五月女隆男，江口 豊．早期血栓閉塞型

大動脈解離により心肺停止に至ったと考えられた一症例．第 65 回滋賀県循環器疾患研究会 

(2008.6.21. 滋賀) 

73. 太田宗樹，藤井応理，堀江 稔，藤野和典，浜本 徹，佐々木禎治，五月女隆男，江口 豊． 

早期血栓閉塞型大動脈解離により心肺停止に至ったと考えられた一症例．第 105 回日本循環器

学会近畿地方会 (2008.6.28. 大阪) 

74. 堀江  稔．最近の不整脈診療を巡るトピックス．第 43 回東海支部主催生涯教育講演会 
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(2008.6.28.  静岡) 

75. 堀江 稔．不整脈診療の最新動向．第 38 回日本内科学会近畿支部生涯教育講演会 (2008.6.29 

兵庫)． 

76. 山路正之，蔦本尚慶，西山敬三，河原千穂，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．心不全患者におけ

る血漿レニン濃度と予後．第 6 回滋賀心血管とリスクファクター研究会 (2008.7.5. 滋賀)． 

77. 松本武洋，和田厚幸，大西正人，道家智博，藤井応理，山本 孝，蔦本尚慶，堀江 稔．プロテ

オーム解析を用いた不全心筋でのタンパク質発現変化の検討―β 遮断薬の心不全治療の評価―．

第 6 回滋賀心血管とリスクファクター研究会 (2008.7.5. 滋賀) 

78. 松本鉄也．症例から学ぶ，虚血性心疾患と弁膜症の合併例への対応．日本循環器学会教育研修委

員会主催 第４回循環器専門医を志す研修医のための卒後セミナー．(2008. 7.6. 大阪) 

79. 堀江 稔．閉会の挨拶．第 6 回滋賀呼吸循環器フォーラム．(2008.07.12. 滋賀) 

80. 伊藤 誠．開会の挨拶．第 6 回滋賀呼吸循環器フォーラム．(2008.07.12. 滋賀) 

81. 伊藤誠，堀江稔，UPSTREAM 参画施設．高血圧症の治療実態調査～家庭血圧コントロール状況

と心血管系イベントとの関連についての登録研究～ . 第 6 回滋賀呼吸循環器フォーラム． 

(2008.07.12.  滋賀)  

82. 松本鉄也，中野恭幸，堀江  稔．心血管疾患と COPD の合併に関する考察．第６回滋賀呼吸循

環器フォーラム．(2008.07.12. 滋賀) 

83. 宮本証，伊藤英樹，岡優子，川村美朋子，坂口知子，中澤優子，八尾武憲，城日加里，芦原貴司，

杉本喜久，伊藤誠，堀江稔．家族性ペースメーカー植え込み症例の遺伝子解析．第６回滋賀呼吸

循環器フォーラム．(2008.07.12. 滋賀) 

84. 久松隆史，吉野知秀，筒井崇，高島弘行．My first CART technique．第６回滋賀呼吸循環器 

フォーラム．(2008.07.12. 滋賀) 

85. 堀江 稔．開会の辞．関西アミオダロン講演会 (2008.07.19. 大阪) 

86. 辻 啓子，赤尾昌治，石井孝広，芦原貴司，牧山 武，大野聖子，堀江 稔．軽症の QT 延長症

候群に関連する KCNQ1 遺伝子イントロン 7 上の新規スプライス変異の同定．第 20 回日本 RNA

学会 (2008.7.23-25. 北海道)． 

87. 城日加里，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．３回目

のアブレーションにより根治し得た WPW 症候群の一例．第 18 回 京滋奈良ハートリズム研究

会 (2008.7.26 京都) 

88. 芦原貴司．致死性不整脈の in silico 研究：心臓電気生理の理解を深めるために．第 9 回九州 

重症不整脈研究会 (2008.7.26. 福岡) 

89. 松本鉄也．研修医のための胸痛の鑑別診断．第８回卒後臨床研修イブニングセミナー(2008.8.1. 

滋賀)． 

90. 堀江 稔．循環器が目指す診断・治療の将来．Cardiology Summit in Shizuoka．(2008.8.8.  

静岡)． 

91. 堀江 稔．何か気になる心電図変化(コメンテーター)．第 117 回草津栗東医師会循環器研究会 

(2008.8.20. 滋賀) 

92. 伊藤 誠．何か気になる心電図変化(講師)．第 117 回草津栗東医師会循環器研究会 (2008.8.20.  
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滋賀) 

93. 堀江 稔．閉会の挨拶．第 17 回近畿ペースメーカー臨床懇話会 (2008.9.6. 大阪)． 

94. 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．ICD 

リード中隔留置の問題点．第 17 回近畿ペースメーカー臨床懇話会 (2008.9.6. 大阪) 

95. 蔦本尚慶，田中俊成，西山敬三，山路正之，山本 孝，藤井応理，堀江 稔．カルペリチドの 

アディポネクチン増加作用．第 56 回日本心臓病学会学術集会 (2008.9.8. 東京) 

96. 藤井応理，蔦本尚慶，山路正之，西山敬三，田中俊成，酒井 宏，山本 孝，堀江 稔．ペリン

ドプリルは慢性心不全患者の交感神経活性を改善する：エナラプリルとの比較．第 56 回日本 

心臓病学会学術集会 (2008.9.8. 東京)． 

97. 西山敬三，蔦本尚慶，田中俊成，山路正之，酒井 宏，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．Carperitide

投与中の心不全重症度評価としての血漿 NT-proBNP 濃度の意義．第 56 回日本心臓病学会学術

集会 (2008.9.8. 東京) 

98. 西山敬三，蔦本尚慶，田中俊成，山路正之，酒井 宏，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．慢性心

不全患者における神経体液性因子の患者内変動係数の検討．第 56 回日本心臓病学会学術集会 

(2008.9.9. 東京) 

99. 芦原貴司．心筋症に伴う不整脈薬物療法～アミオダロン療法を中心に～．第 56 回日本心臓病学

会学術集会ファイアーサイドシンポジウム４．(2008.9.9. 東京) 

100. 原口 亮，芦原貴司，藤堂貴弘，難波経豊，村上慎吾，倉智嘉久，中沢一雄．３次元心室壁モデ

ルにおけるスパイラルリエントリーの in silico フィラメント動態解析：致死的不整脈防御機構

としての心室較差の電気生理学的意義．生体医工学シンポジウム 2008．(2008.9.19-20. 大阪)． 

101. 城日加里，芦原貴司，八尾武憲，伊藤英樹，中澤優子，北川直孝，杉本喜久，蔦本尚慶，伊藤 誠，

堀江 稔．当院における致死的不整脈と心房細動に対するアミオダロンの使用状況.低用量アミ

オダロンの有用性について．第 13 回アミオダロン研究会 (2008.9.20. 東京) 

102. 堀江 稔．不整脈の病態生理と使われる薬剤 ～薬剤の重篤副作用としての不整脈を含む～． 

滋賀県薬剤師会 第 3 回スキルアップセミナー(2008.9.23 滋賀) 

103. 芦原貴司，宗清暁子，柴田晶美，山本貴子，高野綾子，岡本美朋子，松原亜季子，木本栄司， 

北田宗弘，矢部隆宏，宮本 証，山路正之，山本 孝，高岡 篤，松本武洋，松本鉄也， 

杉本喜久，蔦本尚慶，伊藤 誠，堀江 稔．若年性の心房停止と拡張型心筋症のため難治性 

心不全から多臓器不全に陥った一例．第２５回滋賀医科大学 CPC．(2008.9.24. 滋賀) 

104. 環 愼二，中村保幸，田原康玄，岡村智教，喜多義邦，門脇 崇，辻田靖之，堀江 稔， 

三木哲郎，上島弘嗣．地域一般住民における脳卒中，心筋梗塞発症と遺伝子多型。背景因子との

関連(信楽研究)．第３１回日本高血圧学会総会 (2008.10.9-11. 北海道) 

105. 松本鉄也，高島弘行，山根哲信，中江一郎，堀江 稔．冠循環における線溶系の性差：アンジオ

テンシン変換酵素阻害の意義．第３１回日本高血圧学会総会 (2008.10.9-11. 北海道) 

106. 環 愼二，中村保幸，堀江 稔．尿中微量アルブミンは早朝高血圧を規定する．第 31 回日本 

高血圧学会総会 (2008.10.9-11 北海道)． 

107. 山本 孝．循環器専門医の立場から．最新のエビデンスから糖尿病治療を考える．(2008.10.16. 

滋賀)． 
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108. 芦原貴司，牧山 武，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城 日加里，赤尾昌治， 

伊藤 誠，堀江 稔．SCN５A の gain-of-function による家族性心房細動の発症メカニズムに

関する数値解析的研究．第２４回心電情報処理ワークショップ(2008.10.18. 神奈川) 

109. 芦原貴司，井尻 敬，山口 豪，高山健志，五十嵐健夫，難波経豊，島田達生，原口 亮， 

中沢一雄．バーチャルハート・プルキンエ線維網のモデリング．第 2 回田原淳顕彰公開シンポ 

ジウム．(2008.10.18. 大分) 

110. 西山敬三．Plasma NT-pro BNP as a more reliable biomarker of endogenous cardiac natriuretic 

peptides than BNP during carpertide infusion．第 12 回日本心不全学会学術集会 (2008.10.16-

18. 東京) 

111. 西山敬三．Transcardiac increase in norepinephrine and prognosis in patients with chronic 

heart failure．第 12 回日本心不全学会学術集会 (2008.10.16-18. 東京) 

112. 原口 亮，芦原貴司，八尾武憲，難波経豊，藤堂貴弘，村上慎吾，倉智嘉久，池田隆徳， 

中沢一雄．貫壁性再分極時間の差が増悪すると３次元スパイラルリエントリーの分裂が促進 

される.シミュレーションモデルによる検討．第 24 回心電情報処理ワークショップ(2008.10.18-

19. 千葉) 

113. 荒船龍彦，佐久間一郎，柴田仁太郎，芦原貴司，中沢一雄，本荘晴朗，神谷香一郎，児玉逸雄．

心筋局所冷却における通電刺激誘発仮想電極分極現象の解析．第 24 回心電情報処理ワーク 

ショップ．(2008.10.18-19. 千葉) 

114. 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，芦原貴司，八尾武憲，東 将浩，池田隆徳，中沢一雄．ヒト 

心室形状モデルにおける興奮波の分裂現象に関する研究：フィラメントの挙動に基づく考察． 

第 24 回心電情報処理ワークショップ．(2008.10.18-19. 千葉) 

115. 難波経豊，藤堂貴弘，芦原貴司，八尾武憲，原口 亮，大江 透，池田隆徳，中沢一雄：再分極

過程での期外刺激による細動発生の条件．第 24 回心電情報処理ワークショップ．(2008.10.18-

19 千葉)． 

116. 八尾武憲，城日加里，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔，南辻智仁，

水野正裕，中井秀．IH 調理器が植え込み型除細動器へ及ぼす影響について．第 24 回 心電 

情報処理ワークショップ．(2008.10.19. 神奈川) 

117. 林 秀樹．心室細動に関与する細胞内カルシウム動態．第 43 回 理論心電図研究会 (2008.11.1 

新潟)． 

118. 芦原貴司，牧山 武，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城 日加里，赤尾昌治， 

伊藤 誠，堀江 稔．SCN5A の gain-of-function による家族性心房細動の発症メカニズム. 

コンピュータシミュレーションによる検討．第２５回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2.  

新潟)． 

119. 中澤優子，芦原貴司，八尾武憲，城 日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．心房

細動に対する肺静脈隔離術前後における自覚症状と心電図の変化：携帯型心電計による検討． 

第２５回 日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2. 新潟)． 

120. 牧山 武，赤尾昌治，土井孝浩，大野聖子，西尾由貴子，辻 啓子，伊藤英樹，北 徹，堀江 稔．

Brugada 症候群，Brugada 様心電図患者における SCN5A 遺伝子解析．25 回 日本心電学会学
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術集会 (2008.11.1-2. 新潟) 

121. 奥田健太郎，牧山 武，岡 優子，坂口知子，堀江 稔，渡邉英一，佐野 幹，祖父江嘉洋， 

内山達司，可児 篤，加藤千雄，菱田 仁，児玉逸雄，尾崎行男．徐脈に伴うトルサード 

ポアンツに対するデバイス治療．第 25 回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2. 新潟) 

122. 城日加里，芦原貴司，八尾武憲，伊藤英樹，中澤優子，杉本喜久，蔦本尚慶，伊藤 誠，堀江 稔．

致死的不整脈と心房細動に対する低用量アミオダロンの有用性と安全性について．第 25 回日本

心電学会学術集会 (2008.11.1-2. 新潟) 

123. 内山達司，牧山 武，堀江 稔，渡邉英一，佐野 幹，祖父江嘉洋，奥田健太郎，可児 篤， 

加藤千雄，菱田 仁，児玉逸雄，尾崎行男．Bilateral deep brain stimulator(Itrel Ⅲ)使用症例

に対し，永久ペースメーカーの植え込みを施行した１症例．第 25 回日本心電学会学術集会 

(2008.11.1-2. 新潟) 

124. 若月大輔，下島 桐，前澤秀之，本田雄気，河内恵介，若林公平，清水信行，佐藤督忠， 

浅野冬樹，江波戸美緒，東 祐圭，鈴木 洋，嶽山陽一，牧山 武，堀江 稔．濃厚な心突然死

の家族歴を持つ徐脈性心房細動で lamin A/C gene 異常を認め EPS で Vf が誘発され ICD を 

植え込んだ１例．第２５回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2 新潟) 

125. 芦原貴司．ICD の基礎と臨床：除細動の基礎：膜電位に及ぼす電場刺激効果：仮想電極現象も含

めて．第 25 回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2 新潟) 

126. 原口 亮，芦原貴司，鈴木慎吾，難波経豊，藤堂貴弘，八尾武憲，村上慎吾，倉智嘉久， 

池田隆徳，中沢一雄．貫壁性再分極時間の差が頻脈性不整脈の興奮伝播ダイナミクスに与える 

影響について．第 25 回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2 新潟) 

127. 荒船龍彦，佐久間一郎，柴田仁太郎，芦原貴司，中沢一雄，本荘晴朗，神谷香一郎，児玉逸雄．

低温除細動治療における心筋局所冷却誘発仮想電極分極現象の解析．第 25 回日本心電学会学術

集会 (2008.11.1-2. 新潟) 

128. 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，芦原貴司，八尾武憲，東 将浩，池田隆徳，中沢一雄．フィラ

メントの挙動から見たヒト心室形状モデルにおける興奮波の分裂現象に関する研究．第 25 回 

日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2 新潟) 

129. 難波経豊，藤堂貴弘，芦原貴司，原口 亮，大江 透，池田隆徳，中沢一雄．期外興奮による 

再分極完了前の電位再上昇が再分極過程に及ぼす影響．第 25 回日本心電学会学術集会 

(2008.11.1-2. 新潟) 

130. 鈴木慎悟，芦原貴司，原口 亮，村上慎吾，倉智嘉久，中沢一雄．クレフト電位仮説による貫壁

性心室較差の再現に関する理論的研究．第 25 回日本心電学会学術集会 (2008.11.1-2 新潟) 

131. 山本 孝．脂質異常症の治療戦略～量から質へ～．脂質と血管イベント 2008．(2008.11.6 滋賀) 

132. 芦原貴司．心室細動誘発のトンネル伝播仮説：二相性ショックの優位性と関連して．生理学研究

所研究会 (2008.11.19-20. 愛知)． 

133. 林 秀樹．滋賀医科大学における包括的心臓リハビリテーション．第 8 回湖南循環器ネット 

ワーク．(2008.11.20 滋賀) 

134. 八尾武憲．CARTOMERGE DEMONSTRATION－精度の高い Merge を目指して－．Atrial 

Fibrillation Symposium Osaka 08．(2008.11.21. 大阪)． 
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135. 堀江 稔．不整脈と遺伝子－最近の知見を中心に．第 25 回岐阜不整脈研究会 (2008.11.27  

岐阜) 

136. 伊藤英樹，中澤優子，八尾武憲，芦原貴司，城日加里，藤井応理，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．

軟球が左胸部を直撃後，埋め込み型除細動器が頻回誤作動した一例．第 106 回日本循環器学会

近畿地方会 (2008.11.29 兵庫) 

137. 重森 度，芦原貴司，大村陽一，宮田 悠，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，城日加里，北川貢

嗣，山本 孝，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔．難治性 incessant VT に対し統合的アプローチ

が有効であった一症例．第 106 回日本循環器学会近畿地方会 (2008.11.29 兵庫) 

138. 蔦本尚慶．アルドステロンと心臓～新たな RAAS 時代へ～．第１０６回日本循環器学会近畿 

地方会 (2008.11.29. 兵庫) 

139. 蔦本尚慶．心不全マーカーと心血管リスク予測因子としてのナトリウム利尿ペプチド．第 29 回 

日本臨床薬理学会年会 (2008.12.4-6. 東京) 

140. 杉本喜久，城日加里，八尾武憲，伊藤英樹，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔．Fidelis6949 の 

リード断線のため ICD の不適切作動を来した１症例．第８回 ICD 公開研究会学術集会 

(2008.12.6. 大阪) 

141. Harada M, Honjo H, Yamazaki M, Nakagawa H, Ishiguro YS, Okuno Y, Ashihara T, Sakuma 

I, Kamiya K, Kodama I： Moderate hypothermia destabilized spiral waves without widening 

excitable gap in favor of self-termination of ventricular tachycardia/fibrillation. The 72nd 

Annual Scientific Meeting of Japanese Circulation Society(2008.03.28-30. Fukuoka) 

142. 藤野 晋，伊藤英樹，中澤優子，八尾武憲，芦原貴司，城日加里，藤井応理，杉本喜久，伊藤 誠，

堀江 稔. 軟球が左胸部を直撃後，埋め込み型除細動器が誤作動した一例．第 106 回日本循環器

学会近畿地方会 (2008.11.29. 神戸) 

143. 津元国親，芦原貴司，倉智嘉久. 心筋興奮伝導の in silico 研究.心筋ナトリウムチャネルの細胞

内局在の興奮伝導への影響．生理学研究所研究会「イオンチャネル・トランスポーターと心血管

機能.学際的取り込みによる新戦略」(2008.11.25-26. 岡崎) 

144. 本荘晴朗，山崎正俊，石黒有子，神谷香一郎，佐久間一郎，芦原貴司，堀江 稔，児玉逸雄. Optical 

mapping による spiral wave の解析．心電図フロンティア 2009(第 43 回理論心電図研究

会)(2008.11.01. 新潟) 

145. 城日加里，八尾武憲，中澤優子，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤 誠，堀江 稔. QT 延長症

候群の管理について .経過観察中に心肺停止となった一例．第 19 回滋賀不整脈研究会 

(2008.01.26. 大津) 

  

2007 年 

1. 堀江 稔． 心房細動の診断と治療：最近のトピックス． 第 24 回高知不整脈研究会 (2007.1.18. 

高知) 

2. 堀江 稔． 家庭での心電図モニタリングの重要性 ―日常診療にいかに活かせるか―． 朝日ホ

ームメディカルセミナー． (2007.01.20. 大阪) 

3. 藤井応理．高血圧性心疾患を合併した大動脈炎症候群の一例．第 34 回 関西高血圧研究会 
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(2007.1.26. 京都) 

4. 堀江 稔．心房細動の診断と治療の最前線．第３回乙訓学術講演会のご案内．(2007.1.27. 京都) 

5. 坂口知子，伊藤英樹，長岡伊織，岡 優子，辻 啓子，八尾武憲，中澤優子，城 日加里， 

芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔，杉本喜久，松浦 博，丁 維光，全田直子，東 祐圭， 

嶽山 陽一． 遺伝子変異を認めた薬剤性 QT 延長症候群の一症例―KCNH2 遺伝子変異

(A614V)と第一世代抗ヒスタミン薬ヒドロキシジン(アタラックス P)―． 第 18 回滋賀不整脈研

究会 (2007.2.3. 大津) 

6. 伊藤英樹，八尾武憲，城 日加里，中澤優子，芦原貴司，伊藤 誠，堀江 稔．心外膜側からパ

ーフェクトマップが得られたにもかかわらず，心内膜側からの通電にて焼灼しえた左室流出路

起源心室頻拍の一例．第 18 回滋賀不整脈研究会 (2007.2.3. 大津) 

7. 伊藤 誠，堀江 稔．学校心臓検診上注意したい QT 延長(徐脈との関連)．第 18 回滋賀不整脈

研究会 (2007.2.3. 大津) 

8. 城日加里，芦原貴司，寺村真範，八尾武憲，杉本喜久，伊藤英樹，伊藤 誠，堀江 稔．Brugada

症候群における ICD の不適切作動をいかに回避するか．第 15 回京滋奈良ハートリズム研究会 

(2007.2.3. 京都) 

9. 谷口 晋，河原千穂，高島弘行，山本 孝，松本鉄也，堀江 稔，辻田靖之，浜本 徹，江口 豊．

急性心筋梗塞後チクロピジンにて血栓性血小板減少性紫斑病を来した一例．第 12 回日本心血管

インターベンション学会，第４回日本心血管カテーテル治療学会 (2007.2.3. 大阪) 

10. 河原千穂，藤井応理，羽白 高，高島弘行，松本鉄也，堀江 稔．右房内肉腫による上大静脈症

候群をステント留置により解除した一例．第 12 回日本心血管インターベンション学会，第４回

日本心血管カテーテル治療学会 (2007.2.03. 大阪) 

11. 堀江 稔. 心房細動の Upstream 治療ー最近の話題ー. 第 10 回大阪 5 大学合同心臓セミナー． 

(2007.2.16. 大阪) 

12. 伊藤 誠． 症例提示：この症例をどのように治療するか？ 脳・心血管疾患講座． (2007.2.17. 

守山) 

13. 堀江 稔． 見逃されやすい危険な不整脈 ― 不整脈死の予知と予防は可能か？脳・心血管 

疾患講座． (2007.2.17. 守山) 

14. 牧山 武, 赤尾昌治, 吉田秀忠, 堀江 稔, 北 徹. ブルガダ症候群(心臓 Na チャネル病)の分子

基盤の解明. 第 11 回心血管病研究助成発表会 (2007.3.3. 東京) 

15. 伊藤 誠，芦原貴司，伊藤英樹，八尾武憲，城日加里，中澤優子，杉本喜久，堀江 稔．心房 

細動に対するアミオダロン少量投与による洞調律維持療法．滋賀アミオダロン談話会 

(2007.3.10 滋賀) 

16. 松本鉄也，山根哲信，高島弘行，樽谷康弘, 中江一郎，堀江 稔．Chronic Effects of Angiotensin 

II Receptor Blockade on Coronary Fibrinolytic Function in Patients with Coronary Artery 

Disease．第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸)  

17. 山根哲信，松本鉄也，高島弘行，樽谷康弘, 中江一郎，堀江 稔．Effects of Chronic Smoking 

on Coronary Fibrinolytic Function in Women with Normal Coronary Arteries．第 71 回日本

循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 
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18. 蔦本尚慶，酒井 宏，田中俊成，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．Comparison of active renin 

concentration and plasma renin activity as a prognostic predictor in patients with heart 

failure． 第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

19. 藤井応理 , 蔦本尚慶 , 酒井  宏 , 田中俊成 , 堀江  稔．  Simvastatin improves cardiac 

sympathetic nerve activity in patients with heart failure．第 71 回日本循環器学会総会学術 

集会 (2007.3.15. 神戸) 

20. 蔦本尚慶，酒井 宏，田中俊成，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．Direct comparison of the 

prognostic value of ANP， BNP and N-terminal proBNP (NT-proBNP) in patients with heart 

failure. 第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

21. 田中俊成, 蔦本尚慶, 酒井 宏, 藤井応理, 山本 孝, 堀江 稔. Plasma high-molecular weight 

adiponectin in patients with chronic heart failure．第 71 回日本循環器学会総会学術集会 

(2007.3.15. 神戸) 

22. 田中俊成, 蔦本尚慶, 酒井 宏，藤井応理，山本 孝，堀江 稔．Possible contribution of 

oxidative stress and BNP on the elevation of adiponectin in patients with chronic heart 

failure．第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

23. 酒井 宏，蔦本尚慶，田中俊成，藤井応理，堀江  稔．Direct comparison of transcardiac 

difference of brain natriuretic peptide (BNP) and N-terminal pro BNP (NT-proBNP) in 

patients with chronic heart failure．第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

24. 酒井 宏，蔦本尚慶，田中俊成，藤井応理. Comparison of transcardiac increase of BNP and 

N-terminal pro BNP in patients with coronary artery disease． 第 71 回日本循環器学会総会

学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

25. 和田厚幸，大西正人，高山智行，道家智博，蔦本尚慶，堀江 稔．Chymase inhibition improves 

cardiac dysfunction through the suppression of excessive oxidative stress in heart failure．

第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

26. 内貴乃生，木村紘美，山路正之，横浜 洋，蔦本尚慶，堀江 稔．Hyper transcardiac extraction 

of aldosterone promote ventricular remodeling in patients with primary aldosteronism． 

第 71 回日本循環器学会総会学術集会 (2007.3.15. 神戸) 

27. 中澤優子，伊藤 誠，八尾武憲，城日加里，芦原貴司，伊藤英樹，岡 優子，坂口知子， 

長岡伊織，八木崇文，杉本喜久，堀江 稔．心房細動に対するカテーテルアブレーション治療の

成績と問題点．第 23 回循環器内科・外科フォーラム．(2007.3.17. 大阪) 

28. 伊藤  誠．心房細動に対するアブレーション治療の評価について．富山心房細道研究会 

(2007.3.23. 富山)． 

29. 伊藤英樹．遺伝性不整脈疾患の分子病態．第４回 CEM フォーラム．(2007.3.24. 京都)． 

30. 松本鉄也．スタチンの pleiotropic effect．第２回おうみカルディオミーティング ．(2007.3.29.  

滋賀) 

31. 堀江 稔．心房リモデリングの予防と改善は可能か. 第 104 回日本内科学会 (2007.4.3-5. 大阪) 

32. 松本鉄也，堀江 稔．心筋虚血が著名に改善した高血圧症の一例．The ARB Academic Forum．

(2007.4.7. 滋賀) 



学会発表（国内）             Minoru Horie 

 

33. 松本鉄也．冠攣縮性狭心症．滋賀医科大学 Medical Ground Round．(2007.4.11. 滋賀) 

34. 田中俊成，西山敬三，酒井 宏，蔦本尚慶，堀江 稔．高血圧心疾患におけるアディポネクチン

の検討．第５回 京滋臨床心血管フォーラム．(2007.4.14. 京都)  

35. 伊藤 誠．J-Rhythm ついて．第１０９回草津栗東循環器研究会 (2007.4.18. 滋賀)． 

36. 中澤優子, 芦原貴司, 稲垣菊代, 八尾武憲, 城日加里, 伊藤英樹, 杉本喜久, 伊藤 誠, 堀江 稔．

肺静脈隔離術後患者における心房細動の早期再発パターンと自覚症状. イベント心電図による

検討．第 4 回不整脈薬物治療フォーラム．(2007.4.21. 東京) 

37. 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，東 将浩，稲田 紘，中沢一雄．コンピ

ュータシミュレーションによる不整脈発生危険度予測に関する研究(ポスター)．第 46 回日本生

体医工学会大会 (2007.4.25-27. 仙台) 

38. 原口 亮, 藤堂貴弘, 八尾武憲, 芦原貴司, 難波経豊, 中沢一雄. 不整脈発生危険度予測のため

の心臓電気生理現象シミュレーション環境の開発(ポスター). 第 46 回日本生体医工学会大会 

(2007.4.25-27. 仙台) 

39. 蔦本尚慶. 循環器疾患における最近の話題. Round Table Meeting(2007.5.10. 滋賀) 

40. 堀江 稔. Opening Remarks. Hypertension Forum(2007.5.12. 滋賀) 

41. 松本鉄也, 山根哲信, 高島弘行, 中江一郎, 堀江 稔. 冠血管機能と大動脈脈派伝播速度の関連．

第７回日本 NO 学会 (2007.5.17. 滋賀) 

42. 堀江 稔. 不整脈診療におけるアップストリーム予防治療. 第４３回日本循環器病予防学会 

(2007.5.25. 大津) 

43. 芦原貴司, 中澤優子, 八尾武憲, 城日加里, 伊藤英樹, 杉本喜久, 伊藤 誠, 堀江 稔. 拡大肺静

脈隔離術後における発作性心房細動の早期再発様式と自覚症状.携帯型心電計による検討. 第 22

回日本不整脈学会学術大会 (JHRS)(2007.5.31-6.2. 広島) 

44. 中澤優子, 芦原貴司, 八尾武憲, 城日加里, 伊藤英樹, 八木崇文, 杉本喜久, 蔦本尚慶, 伊藤 誠，

堀江 稔. 血漿エンドセリン-1 は拡大肺静脈隔離術後における慢性期心房細動再発の予測因子

となりうるか. 第 22 回日本不整脈学会学術大会 (JHRS)(2007.5.31-6.2. 広島) 

45. 蔦本尚慶．TCCとアルドステロンー心保護の観点からー. 第２回滋賀県TCC研究会 (2007.6.02.  

滋賀) 

46. 伊藤 誠. 携帯心電計を活用した循環器診療について. 草津栗東医師会ドクター交流会学術 

講演会 (2007.6.23. 滋賀) 

47. 伊藤英樹. 不整脈の基礎と臨床～遺伝子からカテーテル治療まで～. レクチャーミーティング．

(2007.6.26. 滋賀) 

48. 堀江 稔, 伊藤 誠. 心臓弁膜症患者の管理と治療の適応. 第 110 回草津栗東医師会循環器 

研究会 (2007.6.27. 滋賀) 

49. 蔦本尚慶. 日常診療における BNP 測定の意義と考え方. 第２回循環器・糖尿病エキスパート 

ミーティング(2007.6.27. 大阪) 

50. 松本鉄也. 研修医のための降圧薬の使い方 －ガイドラインを中心に－. 第３回卒後研修イブ

ニングセミナー(2007.6.29. 滋賀) 

51. 福山 恵, 伊藤英樹, 中澤優子, 八尾武憲, 城日加里, 芦原貴司, 伊藤 誠, 堀江 稔. 心房細動
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様心電図所見を示した ATP 感受性心房頻拍の一例. 第６３回滋賀県循環器疾患研究会プログラ

ム．(2007.6.30. 滋賀) 

52. 堀江 稔. Andersen 症候群. 第 21 回不整脈勉強会 (2007.7.4. 東京) 

53. 大村陽一, 伊藤英樹, 八尾武憲, 城日加里, 中澤優子, 芦原貴司, 杉本喜久, 伊藤 誠, 堀江 稔，

下池仁志. 完全右脚ブロックを伴う重症慢性心不全に心臓再同期療法が有効であった１例.  

第 16 回京滋奈良ハートリズム研究会 (2007.7.14. 京都) 

54. 堀江 稔. QT 延長症候群の診断と治療ー最近の知見を中心に. 第 27 回日本ホルター・ノンイン

ベイシブ心電学研究会 (2007.7.7. 大分) 

55. 伊藤 誠, 稲垣菊代, 芦原貴司, 中澤優子, 城日加里, 伊藤英樹, 八尾武憲, 杉本喜久, 坂口知子, 

岡 優子, 堀江 稔. 家庭用心電計による不整脈の検出ー非電送携帯型心電計による検討ー.  

第 27 回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学研究会 (2007.7.7. 大分) 

56. 蔦本尚慶. 高血圧と心腎連関－ARB の有用性. 湖北学術講演会 (2007.7.7. 滋賀) 

57. 蔦本尚慶. 循環器疾患における最近の話題. Round Table Discussion(2007.7.27. 滋賀) 

58. 辻 啓子. 赤尾昌治, 石井孝広, 大野聖子, 牧山 武, 竹中琴重, 土井孝浩, 春名良純, 吉田秀忠，

中島敏博, 北 徹, 堀江 稔. KCNQ1 遺伝子上の高頻度スプライス変異による QT 延長症候群

発症のメカニズム. 第９回日本 RNA 学会 (2007.7.28-31. 名古屋) 

59. 角野元彦, 八尾武憲, 北川直孝, 松本祐一, 西山敬三, 山根哲信, 坂口知子, 伊藤英樹, 城日加里, 

山本 孝, 高島弘行, 堀江 稔. 閉塞性肥大型心筋症(HOCM)に対する経皮的中隔心筋焼灼術

(PTSMA)を施行した１例. 第５回滋賀呼吸循環器フォーラム(2007.8.4. 滋賀) 
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92. 羽白 高, 中野恭, 堀江 稔. QOL 評価についての現状とリハビリテーションの効果. 第 14 回 

日本呼吸管理学会学術集会(2004.08.07. 大宮) 

93. 和田厚幸, 高山智行, 蔦本尚慶, 松本武洋, 山本 孝, 道家智博, 藤井応理, 大西正人, 堀江 稔.  

ピタバスタチンによる心不全の左室及び血管内皮機能の改善効果の検討. 脂質と血管イベント

低下シンポジウム(2004.08.21. 大津) 

94. 和田厚幸. 心不全・高血圧治療における RA 系の最近の話題. 草津栗東医師会(2004.08.28) 

95. 松尾信郎. 日常臨床に役立つ心臓核医学検査の有用性～Gated SPECT による心機能定量評価を

中心に～. 第 3 回心臓核医学ミッドサマーセミナー(2004.08.07. 大阪) 

96. 芦原貴司, Trayanova NA. 心筋電気刺激における非線形性・非対称性膜電位変化の top-down 

アプローチによる再現.除細動効果判定システムへの応用を目指して. 第 4 回システムバイオロ

ジー研究会(2004.08.27. 京都) 

97. 蔦本尚慶. アルドステロンと心室リモデリング. 創薬薬理フォーラム第 12 回シンポジウム 

(2004.09.03. 東京) 

98. 樽谷康弘, 松本鉄也, 高島弘行, 山根哲信, 松尾信郎, 堀江 稔, 大平直人. 糖尿病と血管内皮 

機能. 第二回滋賀心血管とリスクファクター研究会(2004.09.04. 大津) 

99. 松尾信郎, 堀江 稔. 循環器画像診断. 内科グランドラウンド(2004.09.08. 大津) 

100. 佐伯満男, 伊藤 誠. Brugada 型心電図を呈した一例 . 第 20 回滋賀不整脈カンファレンス 

(2004.09.09. 栗東) 

101. Tsutamoto T, Ishikawa C, Ohno K, Sakai H, Horie M. Cardioprotection by carperitide (hANP) 

was maintained after one week of infusions in patients with severe congestive heart failure. 
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第 52 回日本心臓病学会学術集会(2004.09.13-15. 京都) 

102. 芦原貴司. 電気ショック後の多発性自発興奮メカニズムにおける組織不連続性の役割.バイドメ

インモデルによる検討. 第 21 回日本心電学会(2004.09.13-14. 京都) 

103. 伊藤 誠, 八尾武憲, 小澤友哉, 杉本喜久, 堀江 稔, 八木崇文. 肺静脈共通幹を有する発作性 

心房細動に対する電気的肺静脈隔離術の検討. 第 21 回日本心電学会(2004.09.13. 京都) 

104. 小澤友哉, 伊藤 誠, 八尾武憲, 杉本喜久, 堀江 稔, 八木崇文. Pisicainide 投与により顕性の

Brugada 型心電図所見を呈した症例の検討.  第 21 回日本心電学会(2004.09.13. 京都) 

105. 八尾武憲, 小澤友哉, 伊藤 誠, 杉本喜久, 堀江 稔, 八木崇文. 心室中隔基部に低電位領域を 

有するも心室頻拍起源は左室前壁心室瘤の心外膜側と考えられた心サルコイドーシスの一例.  

第 21 回日本心電学会(2004.09.13. 京都) 

106. 林 優, 蔦本尚慶, 堀江 稔. ACE 阻害薬とともに投与されたスピロノラクトンは梗塞一ヶ月以後

に生じる梗塞後左室リモデリングを抑制する. 第 52 回日本心臓病学会学術集会(2004.09.13-15. 

京都) 

107. 石川千登世, 蔦本尚慶, 大野慶人, 酒井 宏, 堀江 稔. 拡張型心筋症の予後推測因子としての

CRP.  第 52 回日本心臓病学会学術集会(2004.09.13-15. 京都) 

108. 林 優, 蔦本尚慶, 堀江 稔. 長時間作用型ループ利尿薬は短時間型に比し軽症心不全において神

経体液性因子をより抑制する. 第 52 回日本心臓病学会学術集会(2004.09.13-15. 京都) 

109. 小堀敦志, 藍 智彦, 保坂幸男, 鷲塚 隆, 相澤義房, 北 徹, 堀江 稔. アンダーセン症候群と QT

延長症候群の KCNJ2 遺伝子型/表現型関係. 第 21 回日本心電学会(2004.09.13-14. 京都) 

110. 酒井  宏 , 蔦本尚慶 , 石川千登世 , 大野慶人 , 堀江  稔 . Torasemide inhibits transcardiac 

extraction of aldosterone in patients with congestive heart failure. 第 52 回日本心臓病学会 

学術集会(2004.09.13-15. 京都) 

111. 安田 洋, 戸田裕之, 豊田 太, 丁 維光, 伊藤 誠, 堀江 稔, 松浦 博. モルモット心房における

IK,ACh の分布. 第 21 回日本心電学会(2004.09.13-14. 京都) 

112. 堀江 稔. 遺伝性不整脈と QT 延長薬の現状. 第 21 回日本心電学会学術集会公開講座「不整脈の

疾患・病態と薬物療法の現状」(2004.09.14. 京都) 

113. 中江一郎, 三ッ浪健一, 松尾信郎, 洪 照恵, 堀江 稔, 森川茂廣, 犬伏俊郎. H-1 Magnetic 

Resonance Spectroscopy による心疾患患者における心筋クレアチン濃度測定の意義. 第 32 回

日本磁気共鳴医学会大会(2004.09.16-18. 大津) 

114. 蔦本尚慶. 心不全と神経体液性因子. 第 7 回藻岩山カンファランス(2004.09.18. 札幌) 

115. 松尾信郎, 中江一郎, 洪 照恵, 増田大輔, 樽谷康弘, 高島弘行, 松本鉄也, 堀江 稔. マルチスラ

イスＣＴによる冠動脈内プラークの検出と心臓イメージングへの臨床応用. 第 20 回滋賀県狭心

症研究会 (2004.09.18. 大津) 

116. 蔦本尚慶. 抗アルドステロン剤の有用性. 順天堂大学循環器内科(2004.09.22. 東京) 

117. Dimtar Z, Horie M, Futoshi T, Wei-Guang D, Matsuura H. Open-state unblock characterizes 

inhibition of IKs by amiodarone in guinea-pig ventricular myocytes. 第 9 回アミオダロン研究

会(2004.09.25. 東京) 

118. 羽白  高 , 中野恭幸 , 堀江 稔 , 石原享介, 藤井  宏, 金子正博 . 健常人に発症した市中感染
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Acinetobacter baumannii 敗血症の 1 例. 第 174 回日本内科学会近畿地方会(2004.09.25. 大阪) 

119. Dohke T, Wada A, Tsutamoto T, Fujii M, Yamamoto T, Takayama T, Matsumoto T, Horie M. 

Proteome analysis reveals the significant alternations of cardiac small heat shock proteins 

expression in heart failure. 第 8 回日本心不全学会学術集会(2004.09.30-10.02. 岐阜) 

120. Ishikawa C, Tsutamoto T, Sakai H, Ohno K, Horie M. Plasma C-reactive protein is an 

independent prognostic predictor in patients with dilated cardiomyopathy. 第 8 回日本心不全

学会学術集会(2004.09.30-10.02. 岐阜) 

121. Sakai H, Tsutamoto T, Ishikawa C, Horie M. Dose torasemide have an aldosterone receptor 

antagonist? 第 8 回日本心不全学会学術集会(2004.09.30-10.02. 岐阜) 

122. 蔦本尚慶, 石川千登世, 酒井 宏, 大野慶人, 和田厚幸, 藤井応理, 山本 孝, 堀江 稔. 心不全 

予後と神経体液因子. 第 8 回日本心不全学会学術集会(2004.09.30-10.02. 岐阜) 

123. 芦原貴司, Trayanova NA. 電気ショックに対する膜電位変化の非線形性と非対称性の再現.バイ

ドメインモデルによる検討. 第 20 回心電情報処理ワークショップ(2004.10.02-03. 別府) 

124. 難波経豊, 八尾武憲, 芦原貴司, 原口 亮, 中沢一雄, 池田隆徳. 電極マッピングによる興奮伝播

パターンの迅速で客観性の高い可視化アルゴリズムの開発. 第 20 回心電情報処理ワークショッ

プ (2004.10.02-03. 別府) 

125. 伊藤 誠. ICD 移植術を行ったカテコラミン誘発性多形性心室頻拍症の 1 例. 第 94 回草津栗東 

医師会循環器研究会(2004.10.13. 草津) 

126. 蔦本尚慶. 循環器疾患とアルドステロン. 貝塚医師会(2004.10.16. 貝塚) 

127. 堀江 稔. 心房細動とアンジオテンシン II 受容体拮抗薬. Complex Catheter Therapeutics 2004 

(2004.10.21. 神戸) 

128. 松尾信郎. マルチスライス CT による心臓イメージング. 日本放射線技術学会第 32 回秋季学術

大会ランチョンセミナー6 (2004.10.22. 大阪) 

129. 松尾信郎. 高血圧とその合併症. 第 1 回健康講座サントピア甲西(2004.10.23. 湖南市) 

130. 伊藤 誠, 八尾武憲, 小澤友哉, 堀江 稔, 杉本喜久, 八木崇文. 広範囲同側肺静脈同時隔離アブ

レーション後に左上下の肺静脈内での持続性頻拍を認めた発作性心房細動の 1 例. 第 16 回カテ

ーテル・アブレーション委員会公開研究会(2004.10.30. 東京) 

131. 中江一郎, 松尾信郎, 高田政彦, 村田喜代史, 洪 照恵, 堀江 稔. 心不全患者における心筋脂肪

酸代謝評価の臨床的有用性-BMIPP心筋シンチグラフィによる評価-. 第 44回日本核医学会総会 

(2004.11.04-06. 京都) 

132. 松尾信郎, 中江一郎, 洪 照恵, 増田大輔, 高島弘行, 松本鉄也, 高田政彦, 村田喜代史, 堀江 稔.  

心筋梗塞における心筋リモデリングと血管内皮機能―心電図同期心筋 SPECT を用いた検討―.  

第 44 回日本核医学会総会(2004.11.04-06. 京都) 

133. 難波経豊, 八尾武憲, 芦原貴司, 池田隆徳, 原口 亮, 中沢一雄. 頻脈性不整脈における興奮伝播

パターンおよびその再分極パターン. 第 18 回日本エム・イー学会秋季大会専門別研究会「バイ

オシグナルの統合と治療応用に関する研究会」(2004.11.05-06. 松山) 

134. 原口 亮, 五十嵐健夫, 大和田茂, 八尾武憲, 難波経豊, 芦原貴司, 永田 啓, 中沢一雄. 心臓フィ

ジオーム研究への手書き風モデリングインタフェースの応用.心臓電気生理現象シミュレータに
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おける有効性. 第 18 回日本エム・イー学会秋季大会(2004.11.05-06. 松山) 

135. 伊藤  誠 . 運動中の不整脈と突然死との関係 . 滋賀県スポーツ医会第 32 回学術講演会 

(2004.11.13. 大津) 

136. 和田厚幸. 心不全・高血圧治療における β 遮断薬投与の実際. 大津市医師会(2004.11.13. 大津) 

137. 鶴見文俊, 伴由布子, 芳本 潤, 原 茂登, 満下紀恵, 金 成海, 田中靖彦, 小野安生, 牧山 武,  

堀江 稔. 電気生理学的解析で gain of function と loss of function が両方認められ overlap 

syndrome と考えられた LQT3 の 1 例. 第 9 回日本小児心電学研究会(2004.11.20. 倉敷) 

138. 堀江 稔. 不整脈の診断のポイント. Medical Tribune 循環器セミナー「不整脈のプライマリ・ケ

ア」(2004.11.20. 京都) 

139. 蔦本尚慶. 循環器疾患と BNP. 第 2 回八ヶ岳循環器カンファランス(2004.11.22. 八ヶ岳) 

140. 高田雅弘, 原口 亮, 五十嵐健夫, 八尾武憲, 永田 啓, 中沢一雄. カルテ電子化に対するペン

入力インタフェースの有効性に関する検討-アンケート調査による評価と期待感の分析-. 第 24

回医療情報学連合大会(2004.11.26-28. 名古屋) 

141. 道智賢市, 伊藤 誠, 小澤友哉, 八尾武憲, 堀江 稔, 杉本喜久, 芦原貴司, 鷹津良樹, 江崎嘉彦.  

ICD 移植を行ったカテコラミン誘発性多形性心室頻拍の一例. 第 58 回滋賀県循環器疾患研究会 

(2004.11. 27. 草津) 

142. 久松隆史, 中江一郎, 高島弘行, 松尾信郎, 和田厚幸, 松本鉄也, 堀江 稔. 心筋シンチグラフィ

では虚血を認めたが冠動脈造影で以上を認めなかった労作性狭心症の一例. 第 58 回滋賀県循環

器疾患研究会 (2004.11.27. 草津) 

143. 蔦本尚慶. 心臓と血管の病気の予防. 滋賀医科大学メディカル講座.草津市―滋賀医科大学共催 

(2004.12.03. 草津) 

144. 高山智行, 和田厚幸, 藤井応理, 山本 孝, 道家智博, 蔦本尚慶, 堀江 稔, 大西正人, 松本武洋.  

不全心筋の酸化ストレスと NADPH oxidase. 第 3 回滋賀アンジオテンシンと循環器系研究会 

(2004.12.04. 大津) 

145. 和田 広, 岡本美朋子, 内貴乃生, 坂口 才, 羽白 高, 中野恭幸, 堀江 稔. 発熱・好酸球増多症が

あり肺にびまん性多発結節陰影を認めた 1 例. 第 107 回びまん性肺疾患研究会(2004.12.04.  

大阪) 
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行ったカテコラミン誘発性多形性心室頻拍の一成人例 . 日本循環器学会近畿地方会 

(2004.12.10. 京都) 

147. 久松隆史, 中江一郎, 高島弘行, 松尾信郎, 松本鉄也, 堀江 稔. 冠動脈造影にて有意狭窄を認め

なかった労作性狭心症の 1 症例. 第 98 回日本循環器学会近畿地方会(2004.12.11. 京都) 

148. 福原武久, 堀江 稔. 経過中に左室腔内閉塞の出現と消失が認められた心尖部肥大型心筋症の 

1 例. 第 98 回日本循環器学会近畿地方会(2004.12.11. 京都) 

149. 松本祐一, 伊藤 誠, 岡本美朋子, 高島弘行, 小澤友哉, 八尾武憲, 堀江 稔, 杉本喜久, 藤井応理, 

江口 豊, 長谷貴将, 勝見良樹. 失神直後の CPR と電気的除細動にて救命され ICD 埋込術を行

った 16 歳肥大型心筋症の 1 例. 第 98 回日本循環器学会近畿地方会(2004.12.11. 京都) 

150. 松本鉄也. 生活習慣病と食生活を考える(血圧管理と食生活)－高血圧と心血管. 滋賀医科大学 
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開学 30 周年記念事業市民の健康と栄養を考える会(2004.12.11. 大津) 

151. 和田 広, 坂口 才, 羽白 高, 中野恭幸, 堀江 稔. 健常人に発症した重症サイトメガロウィルス

肺炎の 1 例. 第 64 回日本呼吸器学会近畿地方会(2004.12.11. 奈良) 

152. 堀江 稔. 心房細動をめぐる最近の話題～イオンチャネルからアブレーションまで. 福井不整脈

セミナー「アンカロンによる不整脈治療」(2004.12.17. 福井) 

153. 牧山 武, 吉田秀忠, 大野聖子, 竹中琴重, 堀江 稔. SCN5A-linked Brugada syndrome における

徐脈性不整脈の合併. 循環器病委託研究事業 16 公－3「無症候性 Brugada 症候群予後に関する

研究(多施設共同継続研究)」平成 16 年度班会議(2004.12.18. 大阪) 

154. Ozawa T, Ito M, Tamaki S, Yao T, Ashihara T, Kita Y, Ueshima H, Nakamura Y, Horie M.  

Ventricular repolarization abnormality in Japanese carriers of G643S single nucleotide 

polymorphism (SNP) of KCNQ1 gene. The 68th Annual Scientific Meeting of Japanese 

Circulation Society(2004.03.27-29. Tokyo) 

155. 中沢一雄, 原口亮, 八尾武憲, 永田啓, 杉本喜久, 芦原貴司, 高田雅弘, 並川寛和, 岡田靖士,  

吉本幸平, 古屋直美, 仙田修司, 植松義之, 五十嵐健夫. 手書き文字の高度な認識・検索機能を備

えたペン入力インタフェース. 第 24 回医療情報学連合大会(JCMI)(2004.11.26-28. 名古屋) 

156. 原口 亮, 五十嵐健夫, 大和田茂, 八尾武憲, 難波経豊, 芦原貴司, 池田隆徳, 杉本喜久, 永田 啓, 
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の開発. 第 24 回医療情報学連合大会(JCMI)(2004.11.26-28. 名古屋) 
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1. 堀江 稔. 薬剤による心電図変化.遺伝子異常の関与. 第 30 回比較心電図研究会『薬剤による心
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